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論文内容の要旨
一.序論と研究目的
人と人とのコミュニケーションにおいて､最も直接的で､最も重要な伝達手段の一一一つは声を出し
て言葉を交わすという｢会話｣である｡会話を交わしている時の仕組みは主に､意見を伝達する人､
いわゆる｢話し手｣と､意思を受ける人､いわゆる｢聞き手｣という組合せが最も基本的である｡
堀口(2005: 5)は､会話は､一人の人が言葉を発し､その言葉を他の人が受け取るところから始
まるものであると述べている｡また､会話を円滑にするため､あいづち､言い淀みや､言い返しな
ど､いろいろな機能を会話を進行している間にその役割を果たしている｡
中･上級の日本語学習者は､日本語のレベルの上達に伴い､語桑･文法能力と共に高まる｡しか
し､実際に日本語母語話者とコミュニケーションを取る時､違和感を与える日本語の使用によって､
コミュニケーション活動をうまく行えないために､誤解が生じることがしばしば見られる｡今まで
の談話研究においてあいづち表現､文末表現や､会話の管理などについては､すでに研究が進んで
いるが､言い淀み(フィラー)の研究､特に日中両言語間の対照研究は未だに十分になされていな
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い｡
フィラーとは何か｡例えば､日本人の日常会話を観察すると､すく中気づくのは､書き言葉には全
く現れない言語表現があるということである｡実際に行われた日常会話から取った例として､以下
のようなものが挙げられる｡
L : _昼型_友達はけっこう何人(なんにん)かそれで遊びにいって　きましたね｡
K:うーん
L :なんか_　電車に乗るだけでも楽しいみたいですよ｡
K:ん　あて_そうですか＼
以上太字で示した言語表現は､ほとんど実質的な意味を持たずに日本語の会話に存在している｡
このような日本語の会話に頻繁に現れ､ほとんど実質的な意味を持っていない､話し手が使う言語
表現を｢フィラー｣と呼ぶ｡
近年､ Discourse Analysisという談話の研究が盛んになり､会話の管理､会話のストラテジーな
どについての研究も盛んに行われるようになった｡自然の会話では､ ｢フィラー｣というほとんど
実質的な意味を持たないながら､会話に頻繁に現れる話し言葉特有の特徴があり､その研究も日々
進展している｡
従来､フィラーという話し言葉にしか現れない現象は､ ｢遊び言葉｣､ ｢過剰表現｣という､発話
の流暢さを阻害するマイナスのイメージの強い印象であったが､ 1990年代から､心理学分野をはじ
め､言語学分野の談話におけるフィラーの研究によって､フィラーの使用は会話の流暢さに多大な
影響を与えるという見方まで変わってきている｡例えば､定延他(1995)､後藤他(1999)渡辺他
(2004､ 2005)などでは､フィラーは､聞き手にとって､次発話予測の手がかりとなり得るため､
円滑な談話進行を可能にすると述べ､更に自然な発話の中で､フィラーがあると聞き手に新たな談
話単位の開始を知らせることができ､聞き手は経験的に複雑な句を予測することができるなど､フ
ィラーは聞き手の理解を助ける傾向があると指摘している｡
フィラーの先行研究においては､日韓両言語､日英両言語における対照研究はかなり進んでいる
が､中国語母語話者との対照研究は少ないと思われる｡
本研究では､中国語及び日本語におけるフィラーの使用実態について考察し､日本語のフィラー
の分類に塞き､日中両言語におけるフィラーの類型､特徴､機能などを具体的に解明し､日本語教
育の現場で活かしていきたいと考える｡
二.論文の構成
本論文は､ ｢第一章　はじめに｣と｢第六章　結論｣を含め､全体的に六つの章で構成される｡
第一一章　｢はじめに｣では､研究の動機､研究の目的及び論文の構成について述べる｡
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第二章｢先行研究｣では､フィラーにおける日本語及び､日本語と英語､日本語と韓国語との
対照研究の先行研究について紹介する｡
第三章｢研究方法｣では､本研究の研究方法について述べる｡この章では､分析データとなる､
日中両言語における｢テレビ･ラジオ会話｣､ ｢一対一の自然会話｣のデータ収集に至る
過程や､書き起こしに用いる文字化記号について述べる｡
第四章｢日本語会話におけるフィラー分析｣では､日本語におけるフィラーの横型､使用頻度､
機能､属性(性別)によるフィラーの差異について分析する｡
第五章｢中国語会話におけるフィラー分析｣では､中国語におけるフィラーの類型､使用頻度､
機能､属性(性別)によるフィラーの差異について分析する｡
第六草｢結論｣では､本研究の結果について総合的に考察する｡最後に外国語教育への示唆も
与える｡
≡.研究方法
3.1データの収集条件
本研究では出来る限り均質で自然な発話データを採集するために､被験者の性別以外に､談話の
テーマ.一対一という談話の形式･インフォーマントの職業･年齢差･親疎関係などを統一した上
で談話データを収集する｡
3.2　インフォーマントの背景
本研究における分析対象になる日本語母語及び中国語母語の発話データは､以下のようにインフ
ォーマントの発話を収集したものである｡ ①日本語母語話者‥男女24人は全て仙台の東北大学在籍
であり､ 18歳から25歳までの日本語を母語とする学部及び大学院生である0 24人は全て初対面であ
る｡ ②中国語母語話者:男女24人はそれぞれ台湾の北部や中部に位置する台湾の大学の学部及び大
学院生である｡ 24人は全て18歳から25歳までの中国語を母語とする学生であり､初対面である｡
3.3　データの文字化
本研究において収集した音声データは､朴(2003)の文字化記号を参考に文字化した｡本研究で
は日本語による発話を文字化するとき､会話例の読みやすさのために､原則として常用漢字､ひら
がなそしてカタカナを用いて表記する｡また読み方が2通りある場合は後にかソコを付けてひらが
な文字で発音を表記する｡中国語による発話を文字化するとき､中国語の繁体字(いわゆる正体字)
を用いた｡語尾や語気詞を台湾語で発話した場合では､ TLPA (Taiwan Language Phonetic Al-
phabet)に基づき文字化する○また日本語データに関しては､音声データと照らし合わせながら
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のネイティブチェックを日本語母語話者に依頼した｡
3.4　分析方法
本研究では､日本語母語話者と中国語母語話者におけるそれぞれのフィラーを類型､使用頻度､
機能､属性(性別)などの項目で対照し分析する｡
3.5　データの詳細
本研究で取り扱った日本語及び中国語における有効音声データの詳細を表3-1に挙げて説明す
る｡
表3-1本研究で取り扱われる日本語及び中国語における有効音声データ
､､一言語資料及び 撃目､1､-串間数 自然談話 ?ｩgｸﾎｩ^ｨﾎ｢??糟齦鼬?
男性同士4組約20分 ?ｩ?:?ﾓI?ｦS#?｢?
女性同士4組約20分- 傚y?:?ﾓI??S#?｢?
男女異性4組約20分 ?ｨ?甑?I?隕S#?｢?
計24人.約255分 佗c#I??S?｢?
テレビ.ラジオ番組の談話 ?ｩgｸﾎｩ^ｨﾎ｢??糟齦鼬?
7組計188分 悼?ﾇc??｢?
計 冩?S?ｨｭB??30分間 
3.6　フィラーの定義について
本研究では､小出(1983､ 2009)､定延他(1995)､羽尻他(1996)､野村(1998)､渡辺･ (2000)､
及び山根(2002)の研究を参考にし､また日本語と中国語という質の異なる両言語に共通して使う
ため､本研究では､フィラーを｢発話時に､発話権を維持するために､話し手の心的状態を反映す
る語嚢的･非語嚢的な音声であり､それを談話の組織を形成する要素や単独では文としての価値を
持たず､それを削除しても発話全体の命題的な意味が変わらないような標識である｣と定義する｡
またフィラーとは､文法化の進むことにより､内容語が徐々に機能語､そしてフィラーに変化し
ていくものである｡そしてこのように内容語から最後にフィラーになるまでの過程の間に､いろい
ろな中間的な機能を持つ形式が現れる｡例えば､ 【言う-と/て[互至]か-チ_42_か-テカ】のよ
うに､発話動詞の｢言う｣という本動詞から､その意味が抽象化･希薄化することにより､フィラー
の｢テカ｣に変化していくものである｡本研究では､フィラーに近い機能を持つ形式の中から､先
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行研究でもフィラーとして取り上げられている典型的なものを対象として研究を行う｡形式的には
上記の例のように､短く機能的にもフィラーの機能を専用に持つものを対象とすることになる｡
フィラーの呼び万について､フィラーの研究は言語学だけではなく､心理学･認知科学･社会学
･情報科学･医学などの分野でも力を入れて行われており､フィラーと呼ばれているため､本研究
でも｢フィラー｣ (カタカナで表記)と呼ぶ｡
3.7　分析対象となるフィラーの類型
本研究では､永見(1999)､後藤他(2000)､田中(1981､ 1982､ 2005)の研究を参考にし､言い
よどみ現象の中の有声休止を研究対象とする｡
四.研究結果
4.1日本語にけるVerbal Fillerの考察結果
(1)指示詞型Ⅰフィラー
① ｢この(-)｣ :表現形式が確定をしていないことを示し､その後続に暫定的でまだ定まらない
内容の出現を予告するために用いられる｡
② ｢その(-)｣ :前の文脈で一度登場した事物､あるいは旧情報を再度提出するという用法の
｢再提出型｣及び､直接的ではなく推論によりある結論に導く用法の｢推論型｣
という二つ機能で用いられる｡
③ ｢あの(-)｣ :話し手と聞き手との相互作用的な働きを果たしたり､話し手は発話形式に気を
配っているという態度を表出したりし､会話における円滑な人間関係を築いて
いくために用いられる｡
(2)指示詞型Ⅰフィラー:｢こう｣:談話に臨場感を加え､聞き手の注目を引きつける上に､聞き
手に注目して欲しいポイントを強調し､最終的な結論の部分に導くために用い
られる｡
(3)緩和型フィラー｢まあ｣:自分の主張･判断などを遠慮がちに述べ､また聞き手に対して押
しつけがましい印象を与えないように､談話相手との衝突を避けるために用い
られる｡
(4)不定型フィラー｢なんか｣:否定的な発話を和らげたり､椀曲で言い回しをしたりする時に､
また良好な対人関係を維持したい時に用いられる｡
4.2　日本語にけるPause FHerの考察結果
(1) ｢えーと｣ :心内に発話に必要な情報を製作している最中､つまり当該の検索や計算を行って
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いる時に用いられる｡
(2) ｢うん｣:(∋話し手が伝えようとする情報を検討したり､次に言いたいことを思い出したりす
る時に用いられる｡
②話し手がこれから話すことに対する納得･確信を示している時に用いられる｡
また､日本語母語話者の男女別によるフィラーの発話頻度の違いについて､以下のように結論付
けた｡
4.3　日本語会話におけるフィラー及び性差との関係
(1)男女全体:
①全体的発話から見ると､自然会話において男性は女性より多くフィラーを使用することが分か
った｡男性におけるフィラーの発話頻度は全体の57.67%であり､女性は全体の42.39%である｡
このように､男性は女性の約15%も上回った｡この結果は先行研究と合致している(山根2002 :
228)｡
②女性は｢ナンカ｣というフィラーが最も多く使われており､これは先行研究と合致している
(わいのるず秋葉2001)｡この次に｢コウ｣､ ｢マア｣という順番で多く使われることが分かっ
た｡これら三種頬のフィラーの発話頻度はそれぞれ全体の25.39%､ 4.08%､ 3.91%であり､
この三つのフィラーの使用量はほぼ全体の2/3を占める｡
③男性による自然会話では｢ナンカ｣というフィラーが最も多く使われ､この次に｢マア｣､ ｢コ
ウ｣という順番で多く使われることが分かった｡これら三種類のフィラーの発話頻度はそれぞ
れ全体の22.17%､ 15.62%､ 7.52%であり､この三つのフィラーの使用量ははば全体の2/3を
占める｡
④先行研究によると､ ｢アノ｣というフィラーは女性が頻繁に用いる傾向があると述べているが､
実際はそうではない｡女性の全体的発話から見ると､ ｢アノ｣の発話頻度は全体の3.73%であ
り､男性の全体的発話から見ると､ ｢アノ｣の発話頻度は全体の5.92%である｡両者の間には
わずか2.19%の差であるだけである｡そのため､本研究では､女性だけではなく､男性も｢ア
ノ｣というフィラーを頻繁に用いると言える｡
⑤先行研究によると､ ｢ナンカ｣というフィラーは女性が頻繁に用いる傾向があると述べている
が､実際はそうではない｡女性の全体的発話から見ると､ ｢ナンカ｣の発話頻度は全体の25.39
%であり､男性の全体的発話から見ると､ ｢ナンカ｣の発話頻度は全体の22.17%である｡両者
はわずか3.22%の差である｡そのため､本研究では､男性も大量に｢ナンカ｣というフィラー
を使用する傾向があるとの結論に至った｡これは､福原(2005､ 2007)の理論と合致している
のではないかと考えられる｡
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(2)男性同士ぺ7及び男女異性ペアの男性との比較:
性差におけるフィラーの使用する傾向が二つあると考察した｡
①傾向一.相手が女性である場合では､男性は｢マア｣と｢コウ｣という二種頬のフィラーの使
用量に減少する傾向が見られた｡
②傾向二相手が女性である場合では､男性は｢ナンカ｣と｢アノ｣という二種類のフィラーの
使用量に増加する傾向が見られた｡
(3)女性同士ぺ7及び男女異性ぺ了の女性と比較:
性差におけるフィラーの使用する傾向が三つあると考察した｡
①傾向一.相手が男性である場合では､女性は｢ナンカ｣というフィラーの使用量に減少する傾
向が見られた｡
②傾向二相手が男性である場合では､女性は｢マア｣と｢コウ｣という二種類のフィラーの使
用量に増加する傾向が見られた｡
③傾向三.相手が女性であっても男性であっても､女性は｢アノ｣というフィラーの使用量が維
持する傾向が見られた｡
4.4　中国語にけるVerbal F=erの考察結果
(1)指示詞型Ⅰフィラー
① ｢這個｣ ‥　直前に言及したこと､発生したばかりの出来事を描写している時､話し手と聞き手
とともによく知られている物事､認知できる出来事を描写する時に用いられる｡
② ｢那個｣ ‥　直前に言及したことではなく､以前発生した出来事を描写している時､話し手しか
体験したことがない経験談､聞き手はまだ知らない物事を描写している時に用いら
れる｡
③日中両言語における指示詞型Ⅰの異同:
日本語における指示詞型Ⅰフィラー｢その(-)｣の中にある｢再提出型｣の機能は､中国
語における指示詞型Ⅰフィラー｢這個｣の機能と類似し､はば対訳することが出来るが､他の
フィラーにおいて､お互いにそれぞれの機能は対応せず､対訳することが出来ないのではない
かと考える｡
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(2)指示詞型Ⅱフィラー
(∋ ｢這｣ :発話者は主観意識を強く意識し､相手にとってプライベートでありマイナスである内
容を発話する前に用いられる｡
② ｢那｣: a.発話者はあまり主観意識を持たずに､また発話内容も相手にとってプライベート
でもマイナス的でもない場合に用いられる｡ b. ｢接続詞｣の｢那｣ほどに､前
後における新情報及び旧情報との繋がりは強くはなく､関連性も少ない時に用い
られる｡
(動日中両言語における指示詞型Ⅱの異同:
日本語における指示詞型Ⅱフィラー｢こう｣の機能は､中国語における指示詞型Ⅱフィラー
｢這｣及び｢那｣の機能とは共通する部分がなく､また対訳することも出来ないことが明らか
になった｡
(3)補足型フィラー｢就是｣:旧(先行)情報が不足している部分を新(補足)情報で補う際に
使う｡
(4)疑問代名詞｢什麿｣:単独ではフィラーとして用いられないが､ ｢這個｣及び｢那個｣という
指示詞型Ⅰフィラーと共起する時に､フィラーとして用いられる｡
4.5　中国語におけるPause Fillerの考察結果
(1) ｢垢｣:話し手はこれから言おうとする事柄と､聞き手との心的認知状態を考えずに､単純に
情報処理の時間を稼く小ために用いられる｡
(2) ｢喝｣ :それまでの発話内容をモニターし､それに対して納得または承認するという認知状態
を表す時に用いられる｡つまり､調節するというニュアンスが窺える｡
また､中国語母語話者における男女性別によるフィラーの発話頻度の違いについて､以下のよう
に結論付けた｡
4.6　中国語会話におけるフィラー及び性差との関係
(1)男女全体:
①全体的から見れば､自然会話において､女性は男性より多くフィラーを使用することが分かっ
た｡男性によるフィラーの発話頻度は全体の44.02%であり､女性は全体の55.98%である｡女
性は男性より11.96%上回っている｡
(彰5.3節で分析した日本語のフィラーと対照すれば､中国語とは対照的な結果であることが明ら
かになった｡
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③女性がもっとも頻繁に使用するフィラーは｢就是｣であり､その次は｢那個｣である｡男性も
同じく､もっとも頻繁に使用するフィラーは｢就是｣であり､次は｢那個｣である｡よって､
中国語におけるフィラーの種類に男女差はあまりないことが分かった｡
④女性は男性より｢就是｣というフィラーを頻繁に用いることが明らかになった｡自然会話にお
いて､女性は男性より多くフィラーを使用することも分かった｡女性は34･39%､男性は22･68
%､約12%の差がある｡
⑤ ｢那個｣というフィラーは､男性と女性の発話量がほぼ同じであり､女性は12･93%､男性は
13.17%､わずか0.24%の差が出ただけであった｡
⑥他の種類のフィラーにおいて､男女差における顕著な使用頻度の差異はほとんど見受けられな
からた.
(2)男性同士ペア及び男女異性ぺ了の男性との比較:
性差におけるフィラーの使用する傾向が二つあると考察した｡
①傾向一.相手が女性である場合では､男性は｢就是｣というフィラーの使用量に増加する傾向
が見られた｡
②傾向二.相手が女性である場合では､男性は｢那個｣というフィラーの使用量に減少する傾向
が見られた｡
(3)女性同士ペア及び男女異性ぺ了の女性と比較:
性差におけるフィラーの使用する傾向が二つあると考察した｡
①傾向一.相手が男性である場合では､女性は｢就是｣というフィラーの使用量に減少する傾向
が見られた｡
②傾向二相手が男性である場合では､女性は｢那個｣というフィラーの使用量に増加する傾向
が見られた｡
五.まとめと今後の課題
本研究では､先行研究の成果を踏まえた上で､現代日本語､中国語におけるフィラーの使用実態
を考察し､それぞれの機能及び相違点及び類似点を示した上に､男女別による使用頻度の差異の考
察を行った｡そして最後に文化的､社会言語学的な立場から､両言語におけるフィラーの使用の相
違点を生み出す要因について分析を行った｡
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元々意味を持たず音声的から構成されるPause Fillerを別として､文法化により､内容語から
徐々に機能語になり､そしてフィラー化にしたいくつかのVerba1 Fillerの機能から見ると､日中
両言語におけるフィラーの使用差異が生じる原因も分かるようになってきたのではないかと考え
る｡
要するに､コミュニケーションを取る際に､日本語におけるVerbal Fillerの指示詞型Ⅰフィラー
の｢あの(-)｣にせよ､緩和型フィラーの｢まあ｣及び不定型フィラーの｢なんか｣などにせよ､
いずれも発話表現を椀曲にし､直接表現を避けるための役割を大きく担っているものであり､対人
機能においては､聞き手への配慮や､控えめな態度で示したりするためのものであることが明らか
になった｡
一万､コミュニケーションを取る際に､中国語におけるVerba1 Fillerの指示詞型Ⅰフィラーの
｢這個｣､ ｢那個｣､指示詞型Ⅱフィラーの｢那｣にせよ､補足型フィラーの｢就是｣にせよ､いず
れも会話の進行中､話し手は如何に聞き手の理解を助けたり促進したりするかという役割を大きく
担っていることが窺える｡
日中両言語におけるVerbal Fillerの機能について､何故このような相違が生じたのか｡これは､
日中両国における文化の異同におけるコミュニケーション･スタイルの差異に原因があるのではな
いかと考えられる｡
日本人のコミュニケーションの特徴といえば､辻村(1990)は､ ①以心伝心､ ②寡黙性､ ③間接
的表現(余韻の尊重)､ ④雰囲気(空気)の支配という四つを日本的コミュニケーションの特質で
あると分析し､西洋のコミュニケーションに対する根本的な考え方の違いがあると指摘している｡
次に井上(1993)は､日本語の表現の特徴としてしばしば指摘されることの一つに､明確な(は
っきりした､直接的な､断定的な､限定的な)言い回しよりも､ "ばかした" (間接的な､椀曲的な､
非断定的な､非限定的な､遠まわしな)言い回しが好まれると論じている｡
他にも､野村(2000)は､日本人のコミュニケーション基本特性は｢高コンテクスト｣文化であ
ると述べ､このような高コシテクスト文化環境では､文化状況における暗黙知と内面情報の共有認
識が人々の間で広く浸透する結果､互いのコミュニケーション行為における言語依存意識が低下し､
察し型コミュニケーションが発達する傾向を皇するという｡またこのような｢察し型コミュニケー
ション｣の表現は勿論個人差があるが､文化特性として一般に広く浸透していると述べている｡
続いて､日中両言語におけるコミュニケーション･スタイルの差異について､以下のような研究
が行われている｡
大崎(1999､ 2001)は､中国人の言語コミュニケーションにおける特徴は｢能弁･雄弁･多弁｣
であると述べ､対人関係のコントロールにおいては､中国人は言葉を用いることが多く､話してい
る時も沈黙を避け､大いに弁論を行い自分の意見を言うべきであると考えると指摘する｡その一方､
いい
日本人の言語コミュニケーションにおける特徴は､自己犠牲や自己主張を抑え付けてきた｢武の文
化｣､ ｢イエ社会｣､いわゆる｢ご法度文化｣､ ｢畏まり文化｣､ ｢緊張の文化｣に影響され､日本のコ
ミュニケーションにおいては｢遠慮｣､ ｢思いやり｣､ ｢察し｣ということが要求されるわけであると
主張する｡
他にも李(2002)は､日中両国の言語の特色や情緒表現方式によって比較してみると､日本人は
多く多弁と鏡舌を男児の恥とみなし､寡黙や荊弁を崇拝するのに対して､中国人は説得や説服を重
視し､弁舌の才は欠けてはならないというoまた中国の戦国時代に優れた理論や見識を持って諸侯
を説き回るのを職業として｢縦横家｣という一派は､既に存在することにより､中国文化はまさに
｢鏡舌｣文化であるのに対し日本文化は｢含蓄｣文化であると言えるではないかと主張しているo
要す為に､高コンテクスト文化環境で育まれる日本人のコミュニケーション･スタイルは､ ｢察
しコミュニケーション｣であり､すなわちお互いに暗黙の了解､相手への遠慮や思いやり､自己主
張を抑えたりすることが重んじられると言い､コミュニケーションにおいて"ばかした"表現､い
ゎゆる間接的､椀曲的､非断定的､非限定的､遠まわしな言い回しが好まれると論じられている｡
その一万､中国人のコミュニケーション･スタイルの特徴は｢能弁･雄弁･多弁｣であり､こと
をはっきり言う､感情をはっきり表すことを原則としているため､説得や説服を重視し､弁舌の才
は欠けてはならないと論じられている｡そしてこのような中両言語における文化の異同によるコミ
ュニケーション･スタイルの差異により､異なる機能を持っているフィラーの類型が生産されフ
ィラーの機能(日:遠慮･緩和､椀曲仲‥内容の理解促進の手助け)にも影響を及ぼすのではな
いかと考えられる｡
今後の課題としては次の4点が挙げられる｡
①まず､本研究は主に､初対面の会話データを用いて分析を行ったが､先行研究によれば､様々な
社会的な要因､例えば会話のスタイル､インフォーマントの年齢､社会階層､お互いの親疎関係
などにより､フィラーの発話類型､発話頻度にも影響を与えるため､これからはもっと幅広くフ
ィラーの使用実態を把握する必要があると考える｡
②日本語におけるフィラーの後に付いている｢よ｣､ ｢ね｣､ ｢さ｣､ ｢と｣などの助詞により､後続す
る会話の内容が異なるという可能性があるため､このように助詞と合わせて併用するフィラーの
機能を考察する必要もあると考える｡
③特に中国語の部分では､本研究で解明した中国語におけるフィラーの使用実態はほんの一部分で
ぁるため､これからは中国語におけるフィラーの全体像､例えば､会話のジャンル､インフォー
マントの年齢､社会階層､互いの親疎関係などにより､フィラーの発話類型､発話頻度にどのよ
ぅな影響があるのかについて､解明することが極めて重要であり､そのことはこれからの中国語
における話し言葉の研究にも不可欠であると考える｡
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④本研究の研究結果で示されたように､フィラーという話し言葉特有の現象をうまく運用すれば､
会話能力にもプラスになり､もっと自然的で生き生きとした外国語が話せる｡しかし､研究結果
によれば､日中両言語は本質､及び会話スタイルが根本的に違うため､対訳により自然的に習得
することはかなり困難である｡そのため､これからの外国語教育に､特に会話教育にフィラーの
指導をどのように取り入れられるかについて検討することは､日本語教育及び中国語教育におい
て大きな課題の一つであると考える｡
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論文審査結果の要旨
本論文は､独自に収集したデータに基づいて､従来の研究では十分に記述されることのなかった､
特に中国語においてはほとんどその研究が皆無であるフィラーの使用に関してその使用実態を詳査
し､日中語間の自然会話におけるフィラーの共通点･相違点を実証的に解明することを目的として
いる｡各言語に見られるフィラーの機能分類･使い分け･使用上の性差の有無に関して考察し､両
言語のフィラー使用の体系的な対照を行ったものであり､日中両言語のコミュニケーションスタイ
ルの特徴を明らかにしている｡
語費･文法能力の高い上級の日本語学習者が自然な会話をする上で欠けているものにフィラーが
あり､それは母語の影響を受けやすい｡本論文は､第1､ 2章で､先行研究の概観から､フィラー
は最近になってやっとその談話管理上の意義が認められ英語や日本語において研究されるようにな
ったことを指摘し､本研究の動機と意義を明らかにしている｡続く3章の｢研究の方法｣では､テ
レビ･ラジオでの会話(各言語計180分)と執筆者自身が採取･文字化した1対1初対面の自然会
請(各言語男女計250分)を研究対象とし､両言語で均質で自然なデータを大量に得て対照分析す
るための方法が詳細に述べられている｡
Ti!
第4章では､日本語における各フィラーの機能や使用頻度およびその男女差に関して､先行研究
の主張を自然な談話データをもとに検証している｡先行研究には少ない談話コーパスを使った実証
的な分析を行った意義は大きく､さらにフィラーの男女差について発話者の性だけでなく対話者の
性が使用頻度に影響するなどの指摘は､社会言語学の分野においても重要な貢献をなしている｡
第5章では､先行研究と本研究の日本語のフィラーの分析を通して得られた知見や培われた分析
の手法を活かして､中国語のフィラーやその性差の分析を実証的に､また日本語との対照的な観点
から行っている｡中国語のフィラー研究とその日本語との対照研究の分野における先駆的研究とし
て高く評価できる｡またそこに見出された､中国語のフィラー使用の男女差に関する新しい知見は､
中国語学のみならず他の言語研究分野へも示唆を与えるものとして意義深い｡
会話の多様な表現のどこまでをフィラーとするかの認定の基準など､今後の課題として残すべき
点もなしとしない｡しかし､本論文の成果は､論文提出者が自立して研究活動を行うに十分な研究
能力と学識を有することを示している｡よって､本論文は､博士(国際文化)の学位論文として合
格と認める｡
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